
 

 

 

2026 年５月 15 日 

各 位 

会 社 名 株式会社焼肉坂井ホールディングス 

代表者名 代表取締役社長 髙 橋 仁 志 

（ 東証スタンダード市場・コード番号 2694 ） 

問合せ先 取締役管理本部長 山 下  淳 

（ TEL．052 － 910 － 1729 ） 

通期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

2026年２月13日に公表いたしました、2026年３月期通期（2025年４月１日～2026年３月31日）の連結

業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026年３月期通期連結業績予想と実績値との差異（2025年４月１日～2026年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高  営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

24,204 313 401 180 0.76 

実 績 値 （ Ｂ ） 24,249 157 243 △418 △1.78 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）  45 △155 △157 △598  

増 減 率 （ ％ ） 0.2 △49.8 △39.3 ―  

（ご参考）前期実績 

（2025年３月期） 
23,533 468 428 △613 △2.61 

 

２．差異の理由 

当連結会計年度におきましては、インバウンド需要の取り込みに加え、焼肉事業、寿司事業及び日

常食・ファーストフード事業において、３月の歓送迎会需要の増加が見られたことや、寿司事業及び

日常食・ファーストフード事業における新店効果等により、売上高は概ね堅調に推移いたしました。 

一方で、原材料価格、人件費等の高騰による影響が想定を上回って継続したこと等により、営業利

益及び経常利益は、前回予想を下回る結果となりました。 

また、減損損失２億22百万円及び法人税等調整額２億83百万円を計上したこと等により、親会社株

主に帰属する当期純利益につきましても前回予想を大きく下回る結果となりました。 

 

以上 


